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エコーネットライト対応計測ユニット 施工チェックシート

ステップ1 下図の記入例を参考に施工状態を描図いただき、CT の取付位置を決めてください。（記入例は一例です）
AiSEG2 の分岐回路の名称を設定するのに使用します。（名称設定は 12 文字以内）

本ページを参考に
裏面の記入シートにご記入ください

ステップ 2

ステップ 1 で作成した表を参考に、特定 CT、増設 CT の電圧区分、回路設定を確認して
チェックシートに記載してください。

ステップ 3

チェックシートを参考に CT の取付け、回路設定を行ってください。

ステップ 4

全ての回路で実際に負荷および発電設備の ON/OFF を行い、AiSEG2 側で正しく電力が
計測できていることをご確認ください。
また、チェックシートに記載した回路名称を AiSEG2 側に設定してください。

・主幹 CT
　太陽光発電がある場合は売電・買電の両方が測定できる位置に
　取付けてください。主幹 CT の設置位置より上位に分岐線が
　ある場合、その回路は計測できません。
・特定 CT
　太陽光、外部発電、エコキュート、別盤加算、単相三線負荷
　（オプション）、過電流検知（オプション）の計測としてご使用
　する場合はそちらを優先させてください。
　分岐負荷回路の計測としてご使用の場合は、特定回路は電圧・
　電圧相設定が可能ですので、200 V の負荷から優先させて
　選定してください。

特定 1 ～ 4 は CT（150 A）専用（線色・ラベル色は黒・白）、
特定 5 ～ 8 は CT（30 A）専用（線色・ラベル色は赤・白）です。
誤接続すると、誤った計測値になりますのでご注意ください。

太陽光発電がある場合は、必ず計測してください。
計測しないと計測表示やグラフが正しく表示されません。

オプション

・増設 CT
　増設 CT は分岐負荷回路専用 CT です。
　増設 CT1 ～ 10 回路は電圧設定が可能ですので、200 V の
　負荷から優先して設定してください。
　増設 CT11 ～ 30 回路は電圧・電圧相設定がない 100 V 負荷
　専用です。
　（施工後、AiSEG2 の設定画面で回路名称と CT の関連付けを
　 行いますので、回路番号と増設 CT の番号をあわせる必要は
　 ありません）
　奇数番の CT は L1 側、偶数番の CT は L2 側を計測するように
　してください。

回路番号

回路設定
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主幹 CT および特定 CT､増設 CT　施工・設定

主幹ブレーカ 1 次側の施工状態を描図いただき､エコーネットライト対応計測ユニットと接続する

CT の施工位置をご記入ください。

（表示部での設定に使用します。詳細は施工説明書の「設定方法」をご参照ください）

オプション

・単相 3 線負荷計測 CT

　単相 3 線負荷や同系統下の別盤を計測したい

　場合は、特定用 CT 分割形（150 A）【別売品】

　を 2 つ使用します。CT の施工位置および

　設定情報をご記入ください。

・増設 CT

　追加で計測したい回路がある場合や全分岐回路

　を計測したい場合は、計測回路増設アダプタ用

　分岐増設 CT セット【別売品】を使用します。

　CT の施工位置および設定情報をご記入ください。

・ステップ 1 の表を参照して、CT を取付けてください。
　特定 1 ～ 4 には CT（150 A）を、特定 5 ～ 8 および増設 1 ～ 30 については CT（30 A）を取付けてください。
　　※ CT には取付ける相と方向が決まっておりますのでご注意ください｡詳細は施工説明書をご参照ください。

・その他、実際の配線例や接続端子、電源・アース線の配線、無線登録などにつきましては
　施工説明書を参照の上、施工してください。

・過電流検知 CT

　主幹ブレーカまたは電流制限器の過電流を検知したい

　場合は、過電流検知 CT を使用します（別売品）

　CT の施工位置および設定方法については過電流

　検知 CT の説明書をご参照ください。
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当社製パワーステーションと AiSEG2 を接続する場合は、
発電量は通信で取得するためＣＴ計測は必要ありません。
　※ 太陽光設定した CT で当社製パワーステーションを
　　 計測すると、計測値は約２倍の異常値になります。

計測しない場合は「空白」にしてください。



〔1V〕：100 V 負荷　〔L1〕：L1 側計測　〔L2〕：L2 側計測　

〔2V〕：200 V 負荷　〔At〕：電圧自動設定　〔3V〕：単相 3 線負荷     

〔EC〕：エコキュート　　〔P1〕：太陽光発電 1　　〔P2〕：太陽光発電 2

〔ot〕：外部発電　　　〔Ad〕：別盤加算　　  〔oF〕：未計測

記入シート（表面を参考に記入してください）

主幹
ブレーカ
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特定1 特定2 特定3 特定4 特定5 特定6 特定7 特定8

主幹 CT および
特定 CT、増設 CT　施工

特定 CT 設定項目

※ 1

※ 2

※ 1 ※ 2

※ 1 ※ 1

※ 1 エコキュート･太陽光発電 1、2･外部発電はそれぞれ
　　 1 回路しか設定できません。
　 　また太陽光発電 2 と外部発電を同時に設定することは
 　　できません。

※ 2 単相 3 線負荷は特定 5 にしか設定できません。
　 　設定した場合特定 6 は〔oF〕設定になります。
　 　別盤加算は特定 1 ～ 4 に 1 回路しか設定できません。
　 　設定した回路で計測した値が主幹電力にも加算される
　 　ようになります。

 〔1V〕：100 V 負荷　〔2V〕：200 V 負荷

 〔At〕：電圧自動設定

増設回路設定項目
□ 計測ユニットの電源の電圧相は正しいですか？

□ 主幹 CT は売電と買電の両方が計測できる位置に
　 取付けられていますか？
　 主幹 CT より上位に分岐回路がある場合は別盤加算
　 設定した CT で計測していますか？

□ 主幹ＣＴの取付ける位置、方向は適切ですか？

□ 表面「ステップ 1」の取付け CT 番号と CT ケーブル
　 番号は一致していますか？

□ 特定１～４は CT（150 A）、特定５～８は CT（30 A）を使用していますか？

 　〔オプションの過電流検知機能を使用する場合は特定 7､8 は過電流検知用 CT（分割形）が正しく
　  取付けられており､過電流検知機能有りの設定､電流制限器の有無設定､定格電流設定をしていますか？〕
 
　 〔オプションの単相 3 線負荷計測を使用する場合は特定 5､6 に特定 CT（分割形 150 A）が
　  正しく取付けられており、特定 5 が単相 3 線負荷設定になっていますか？〕

□ 特定 CT、増設 CT1 ～ 10 の回路設定は記入シートの通り設定されていますか ?

□ 特定 CT、増設 CT1 ～ 30 の取付ける位置、方向は適切ですか？

□ 特定 CT で回路の計測をしない CT がある場合、〔oF〕 （未計測）の設定になっていますか？

□ 増設 1 ～ 30 は､100 V 負荷として計測する場合、奇数番号は L1（100 V）負荷､
　 偶数番号は L2（100 V）負荷の計測として使用していますか？

特定 CT・増設 CT を使用する場合は以下も追加でチェックしてください。

注）カスタマイズ対応商品のため、記載内容が一致しない項目もあります。施工チェックリスト

下のスペースは創蓄連携システムや住宅分電盤が 2 系統あり、CT を延長して
計測する際などのメモにご活用ください。
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回路設定
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バックアップ用住宅分電盤
（創蓄連携システム併用時）

※ 増設 1 ～ 30 は 100 V 負荷の場合、奇数番号は L1（100 V）の負荷、偶数番号は L2（100 V）の負荷の計測として使用してください。
　　 注）増設 CT11 ～ 30 は AC100 V 電圧のみ計測可能です。（AC200 V 電圧は計測不可）
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増設2 増設3 増設4 増設5回路番号

回路設定

増設6
1V（L2）

2V
At

1V（L1）
2V
At

1V（L2）
2V
At

1V（L2）
2V
At

1V（L1）
2V
At

増設7 増設8 増設9 増設10回路番号

回路設定

該当する回路設定に○を付けてください。
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